
高齢発症孤発性クロイツフェルト・ヤコブ病の臨床的特徴の検討

解 説

1. 80歳以上で発症した孤発性Creutzfeldt-Jakob病（sCJD）患者は罹病期間
が短い、小脳症状を呈する症例が少ない、脳脊髄液14-3-3蛋白、総タウ
蛋白の陽性率が高いといった特徴がみられた。

2. 高齢発症のsCJDは若年発症群と比較して、典型的なsCJDの臨床像を呈
する場合が多い、あるいは非典型例が臨床診断されずに見逃されている
場合が多いなどの可能性が考えられる。
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